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 論文題名 
 The Influence of Anesthetic Depth on Motor Evoked Potential Response during Awake 
Craniotomy 
  
研究目的 
 術後に運動機能障害が生じる危険性を持つ、運動野近傍の脳腫瘍摘出術や脳動脈瘤のク
リッピング術などにおいて、運動誘発電位(motor evoked potential :MEP)は術後の運動麻
痺を予防するための術中モニタリングとして欠かせないものとなっている。その一方で誘
発筋電図記録は投与量依存的に吸入麻酔薬、midazolam、propofolといった多くの麻酔薬に
より抑制されることが報告されているものの、同一患者及び刺激部位、刺激条件において、
継時的な麻酔深度の変化が MEP にどのような影響を与えるか調べた報告はない。今回継
時的な麻酔深度の変化がMEPに与える影響について検討を行った。 
 
 
研究方法   
 28症例の覚醒下腫瘍摘出術症例を対象とした。全身麻酔下から覚醒下に至るまで 1分ご
とに precentral gyrus の同一部分を強度一定の 5 連発電気刺激を行って、peripheral 
muscle からMEPを連続測定した。麻酔深度は Bispectral index (BIS)を用いて評価した。
BIS の変化を 40 未満、および 40 以上 100 までを 10 毎に 6 段階に分け、Total 7 段階に
分類し、MEP の振幅及び潜時の値を比較した。さらに、MEPの振幅、潜時の安定性に関
して、同一麻酔深度における測定値平均を control 値とし、その値からの変化率を計測す
ることで評価した。 
 
 
研究結果及び考察 
 麻酔深度とMEPの振幅および潜時には相関関係を認め、BISが高くなるに従ってMEP 
の振幅は増加し、潜時は短縮した。 
MEP の振幅のそれぞれの麻酔深度における平均値は、BIS値が 70未満と 90以上では後
者が前者の 7~10倍高い値であり、潜時の平均値は後者が前者の 2.4~3.1msec短い値であ
った(p<0.001)。また、MEP の振幅の deviation は覚醒が上がるにつれて減少し、深麻酔
時と比較して BIS が 90 以上の深度では control 値からの変化率が半減し、測定値が安定
化した(p<0.001)。 
 覚醒下手術での MEP を併用した腫瘍摘出は全身麻酔下と比較して、麻酔による影響が
少なく、術中のMEP変化の評価をより正確に行えると考えられる。 
 
 
結論 
 術中のMEPの振幅および潜時は麻酔深度に影響される。またMEPの振幅の deviation
についても麻酔深度と相関し、覚醒下では deviationが小さい。覚醒下手術におけるMEP
の測定は、術中の運動機能評価をより正確に行うことが出来る可能性が示唆された。 
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論文題名 
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during Awake Craniotomy. 
(術中運動誘発電位モニタリングにおける麻酔深度の影響についての検討) 
 
結果の要旨 
本研究は経時的な麻酔深度の変化が、大脳皮質への直接刺激による運動誘発電位に対しど
のような影響を与えるのか検討した初めての報告である。 
研究方法は、28 症例の覚醒下腫瘍摘出術症例を対象とし、全身麻酔下から覚醒下に至るま
で 1 分ごとに precentral gyrus の同一部分を強度一定の 5 連発電気刺激を行って、
peripheral muscle からMEPを連続測定した。また麻酔深度は Bispectral index (BIS)を
用いて評価した。麻酔深度とMEPの振幅および潜時には相関関係を認め、BISが高くなる
に従ってMEP の振幅は増加し、潜時は短縮した。MEP の振幅のそれぞれの麻酔深度にお
ける平均値は、BIS 値が 70 未満と 90 以上では後者が前者の 7~10 倍高い値であり、潜時
の平均値は後者が前者の 2.4~3.1msec 短い値であった(p<0.001)。また、MEP の振幅の
deviationは覚醒が上がるにつれて減少し、深麻酔時と比較して BISが 90以上の深度では
control値からの変化率が半減し、測定値が安定化した(p<0.001)。 
 本研究により、覚醒下手術におけるMEPの測定は、術中の運動機能評価をより正確に行
うことが出来る可能性が示唆され、その有用性が確認された。 
論文審査会において、今回の研究が博士(医学)の学位授与に値すると審査委員全員に認めら
れた。 
 
